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(辞一報 様相iと棒敏幸との関係)

(唱 御 24年 7n8El糞 Pt)

叉 木 武 一(菅d大工品川着工8)
‥ J i_1
従兼可兼℡冊こついては.爆粉の跳 把ノ)を析加す
るに従って.甘tFLl蛾勧 Ⅶ甥となり.3iATTIt要の現

象が現われろことが研究されている程J2であるので.

ここにtTrTを前成して厨ろ轍 にJJして誹 的な研

究を試みた,先づ好一に堤紙 と願 事とのPE紙を守

虫抑こ研究してその上JBを拭みた｡

l qlh 的 書 書

Zr東町断.Jg火投文は帳火集の火焔で先づ倭伽 ;曝
要し,Ltのぼ丑LJ)にLdって榊 が脱 S･包すもので.
従来のFF死によると他の作件が托て同一のJg合加 太
が多LW 顔中は_向｣こするカLら,今促抄の脱 力が屈
馳 (:lg)の S娘にJt例するものと考えて従串‡払･
ら q'蛸 のJB虻に恥 ･てJ幸平0舶 串 (1J'iJを

理会的に紺 すると姐 'Jftlられる｡

y一･叶寸68(÷)d･･トト W(÷)8〉】
(り

但しnJi煤讃中S吋Jの粍排煙紙 を示す｡1.I.7Sは
75(投の休作.火雅の蜘 等で愛せる搭載で之を爆牡時

折と呼1-｡

([)の脚 は肌 に 9を剛 に 事■セとって円読す
ると書 目こ示す綾なS字.qの助辞になる｡
今 (方Ia)由の債分班を決めると

(普)../526x÷
･a(忠)..-526･S･･･ (2)
Sが一定の甘合には (2)の左当b;-淀となろ｡l打ち
(りで示される各曲tR上の小姓に放て曲投に引いた切
Gb;y札珪長上の一定轟lニ苑合すろ事になるからせ

Ftから曲tlを求め,比界伽 丘で切なを引けばgNと

の充如 lら SのBが求められろ｡

暮 軸 暮と■BF
上の激 をdEめるため捌 女声化させて促桝 を

決めろ｡

(a) P( 幹 }j 津

銘文の六㈹ に撰白色のへ◆ y-Yy (m p.

J990C)を兼初 0258-2にOISgを入れ靭 ･ト旬

有 り 】cK> )20kgのFJ)で脚 ナろ. このJ=に額t

を色Jtに鞍化した銀砂を射 し,Lrに親Xm甘 長さ

4ZTLm孔を 3m皿)をTr如こ入れてJ.鵡 JJで桝 し
たものを神 と+ち.Rftfl希打柘で 2C妻以上を維

tIlL串火枚で脚 色させ棚 と姐丑井との比やtJ

雌鼓中を汲める｡l'.糊火Bは1.7に太く把匹6mmで
外側にモク1タを和 した絶交のものを桂川した｡
(b) R 投 成 析
Ja滑の!症桃 力を町℡ L由布036k追,50kg,】CO
kgの 3弧 に矧 として乳火拭也を行ったJa次の催金
串をqた｡
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これJ.JKNに脈 榊 に浦舟暮S･tiつて曲投で措

,{.とENlの如き S 字塁の曲tbで付らJL,(I)の凍茸

劫 ･ら東めた曲投とAく一女する｡.CDち ())の援謡
式はサ脚 と一致する｡

次に令ru]投のL･あで切抜を引くとJtてyAlの速長
上の｢ホ ト 107)に亦まるから.こiLから雌丑糠 を

計3Tすろと

S13

とTfろ.以6t行った℡衰苛甘Ot枇 兼によれは Sは



-lZC

JV 瓦 井tLわ t
前額の脚 のt如 払紬.ら考えて他の株作が
同一の齢 爆讃41-腿経 由税は交叉すろ布がないか
ら,或一方の煤召串を脚 に-Hu王その熱に柵計する
伽 lら芯廿の艮ゼ'._,丹荘する8がEtI来ろgこの堤

慈串の抑 決Jt-1には ())の仙投に引いた切S?と節粕

とのなすFlのIE切がせ火の丑が箕班 も少く比較し

易い｡Cpち (り 式の紛 班細｡(忠 )の放火を
淡めれば良い｡(I)をqt9･すると
(忠)-100×i罫 ･'J-'cxD(一.-(言)汚)

(2)

(2)の篠九 福小班は (2)をlTに紛 して

(33ト ∞×牌 かe･可 -･吋言)郎).

((2S一･)-r6BKS癌 )R) (3)

(3)が Oなる盟の附 Iは

Z･-o･.2- ･(チ)B-7誌
･が｡及 - 鴫 合はG:;:)の細小MIT･幼三剛
の掻件が枢火班となる｡

177兼市廿に脂する爺唖溝汝を行った脚 (I)式のS
は丘て3となつたから之をtt入すると市三の煉仔か6_

(Ja3)'-75oT -7.3一-
可も (])の曲tilこ引した切株の正切が‡と大の劫は T
が城 dの附矧 こもる不が河ろ｡ 故に以抜糸耳於の点

如 lら脈 串一膳古見曲Ei+..ll引きその庄界ぼ現故をま
め之を℡甘Jl寄り基革に重し:7MこLた｡

11 張gt方窪に鋳る七暮

(EL) 脚 のl唯偶 力

抑 こ搬粉の航偶 力を繁化したg介の戊凝析一爆な
丑曲辞を決めたが,上から旺界頓扮JLを求めると衣の

拍カニ柑られる｡

広神ぷ1J(kd印 35 50 】〔沿

挺身や伶昏 (ど) 014 OJ7 0.】9

匂ち態柁窮力が帯加するにつれて臨界雌Gi丑はgl加

するから段 煉々茸し捲く1=る｡ .TLIullOl】1の耳於に伎

ると芯兼/_,7COkdcm!m 戎 川和こ付 けlk官)以上

で附 u王様表せずに早に倣 するたけとなる｡捷
光これを4嘘 と掃していろ.

(也) 添脚 の蜘 方法

迩出 として-+y-yンを比和IL.これを下に凹
いた5細 の方法で糾 した捜.媒頂を下向的tFとうち

に IOOkglPlの出力で榊 した択軌 こ助で払塩見一

店奇弔曲投を求めた見 Sは 3となった,これから虹

界哩粉丑を淡め決着壬の朗 !を'friIた｡但しコ朝廷柵の助

命は最初 02与gを夫lこ020gを柴gtした｡又内管の

長さ bnzz)孔G!25mTt)のものを脚tJLた.

1,To - rl鼓 乱 .-J!男 歪品 ;I,I - - 哉

座付せず ー 017Og

I LJ1 501く8/d - 0155,
) ldICOp 一 〇】40*

2 lilllCOr 挺tlせr Ot7Op
C Pl 1(氾′ 】∞kdPI OL40.

この脚 王から見るとITio lの取持しない もの及び

(4)の2回rT拡押しないものカ細 も惑く50kg佃 確

邦のものが之に九･で.)∞kg仰 のものが1.ともLも
い｡今祐糊 のhf婚Th]-を埠えろと桝する松男FhJ-が炊
くなるからこれに雌粉を入れて】∞kg/個で醗邦する
時には知 の恥 収は蛤を馴 して阿る時mh)･花くな

るq然し前のHi知から捉粉の皮相IyJは大きい耀爆匂

*は床下するから,鵬脚 WIlの点し･郡I主脚 串が降下

してその日JJと妊界規恰皿は砂くなる｡従ってi丑鮎!掛王
強くが柑する松釘肋 判 られる｡
(e) 添 朗 幾 血

抜き三葉虫むだ化した齢 ,促丑年】の壁化をFr宛する

盟にへ + y-yンの丑を 02,03,04,05及び o_もg

と壁化し之をIO)kdPlの郎力'C一同に托耶 した雄雌
杏を下r.A.】の内野(長さ6mzT･,孔G!25mzz)) と共に
JCOkd伯 でhi持したものを,拭Eaした｡ その出先爆冷

血｢は鼓串曲投で S=弓 となり之よb求めたEr界漣ね

故は大雄の迫L)である｡

汚 朱 筆 il(g) 02 03 01 05 06
L井伽 崇(g) 0135 0I35 014O Ol･,0 0E3S



4 エ ¢ 火 事 協 甘

却ち区界煉扮虫は浮桃 色には俵ら~fに略一定であ
る｡従って煤伽 ;完全に櫛丑して漁脚 をiaE初させる

のに光分な和 地を憩室た~HLtfi淵 は必-r完腰すろ

市が判 る｡

11E■火ュに.tる彰T
(LL) 蒋火椀 のJt:抜

上に退べた技監では捜て絶式の野火投を陣JEIしたカ:

鰐火Caに鋲ろば棄群の賢化を刑死する鵜現在一校に純

Tillを･耶 1社

用されている妨-捜野火扱.臨式及び姉一隅 火fiの
符曾非人粉 を摂チ-デで私 ･てUllEを太くしたもの

の三組 をLulJした｡三穂の性GEを表炎iJt佼した｡
岩律のFEの府火串は内乾 B5mTnのガタ入管内に将火

操を=本人jtその絹 を 5,6,7cm とだ化し,希 】O

棚 LJtのm火車を調べた.t,'J話火打火操は3dL
効のものを長さ IOcmでL掛りし. 脚 火扱lt丘て
慕-払導火投を利目した｡

兼 火 申

専 火 Ja 絹 8畑 虹技 柏 欠如 廷 吏 蓮BE 莞三色芯 宝 5州 6m 7m

t:nlJ<
淋 一 事1 5.1 TO 0.84

軒 一 斗 (女) 6.1 70 0.84

E一 式 LO ZBO O.C■

托氏と前-協には非常L:鮎 こもって含有Dl巴火3!の
也 ;争いか l詳細 ''_G恥 街 の25倍である
がL,火塩放出時榊は畑 に !i以下に1=つていろJV r

火野はFjl-に軌 )1_たものと患われる｡

(b) 苛火椴に抜ろ彰昏
榊 は ヘヤy一〆 ン,伽 は長さくmm又は

2rnm の内rF(孔6!3mm)とX･に l防音りl∞kg
で唯押したものをエ疫珊 とし,g火軌 三相 の3枚

類を仕別して丑火粕 を行った｡賞Saの跳 躍tが止
- 一膳讃坤rH絶'Aは雌 犬[=広く適合し,Sは3となっ
た,これから班界脚 を渋めちと?:¢払41-とTLろこ

､霊 芝 ＼ 4-m .2m-
g F;

帥 舛 O.]9 028

ダl-d 023 033

耶一･fA(A) 019 025

eJ)ち輯火税の地評 と1､う上J)も称火税の太さに常し

･S.5 JA/l｡ ▲/). A/LO
<5 '+'1. ll.4 l･.I

618 J'14

く彩管され g火投が,a ･醐 顎軸;良好で,従って
臨界鮒 丑も或る都が粥萌した｡

■ ■

(Z) 各組防件下に,畑か出を色々と鞍化して盈火試
汝を行った脚 L符郡 に於て脚 とは頚部と

の脹係 肋̀ '牧 に好いた援論文に長く合丑し.S

は3となる林が粥訳した.
(2) 爆輸血一雌召取批iB1こ'引いた切はのir:切が放火
の執 ミ計井の銭A 杖外剛 の糾淀にもろからこ

の軒を1汀甘艮lrの脚 lこぷんだ｡
(3)煤薪の脚 力が古い控旺gf脚 は析加す
る｡

(4) 職 葉の醗作並-JJは恥 .控柱界捉rl政は降f1-千

TJl

(5) 拓榊 舟のI斤湖に拘らr臨界雌扮BtlZJh一定で
ある｡

(6) 呼火槙の外私人なる瑞臨非は粉Liは把下する｡




